
 

 

ＤＭＶの導入・普及に向けた検討会（第１回） 

 

議 事 次 第 

 
日時：平成 25 年 2 月 6 日（水） 

13：00 ～ 15：00 

場所：国土交通省 3号館 

11 階 特別会議室 

 
 

１．開 会 

 

２．挨 拶 

 

３．議 事 

（１）検討会の設置趣旨について(鉄道局総務課企画室) 【資料１】 

 

（２）ＤＭＶの概要について(鉄道局総務課企画室) 【資料２】 

 

（３）ＤＭＶの開発経緯、開発状況等について(JR 北海道)【資料３】 

 

（４）これまでに実施された実証運行について 

①富士市      【資料４－１】 

②熊本県      【資料４－２】 

③恵那市      【資料４－３】 

④徳島県      【資料４－４】 

 

（５）自由討議 

 

４．閉 会 

 



 

ＤＭＶの導入・普及に向けた検討会（第１回） 
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（敬称略・順不同） 
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「ＤＭＶの導入・普及に向けた検討会」について 

 

 

○設置趣旨 

鉄道は、地域住民の通学・通勤や高齢者等の移動の足として、ま

た、地域の経済活動の基盤として、重要な役割を担っている。しか

しながら、沿線の人口減少やモータリゼーションの進展により、旅

客数の減少傾向が続き、鉄道事業の存続が困難な状況となっている

路線も多い。 

このような中、現在、実用化に向けて開発が進められているＤＭ

Ｖ（デュアル・モード・ビークル）は、鉄道に比べて低コストでの

運行が期待できるほか、道路と線路の双方を走行できることから、

地域公共交通の活性化や利便性の向上を通じて地域の再生・活性化

に資するとともに、地域における観光の新たな魅力として活用する

ことにより、観光立国の推進にも貢献するものと期待されている。 

本検討会は、ＤＭＶの活用方法、導入・普及方策等について、営

業運行が技術的に可能であることを前提に検討を行い、広く情報を

共有することを通じて、ＤＭＶの導入・普及を図ることを目的とし

て設置するものである。 

 

 

○構成員、検討スケジュール等 

◆構成員 

別紙１の通り 

 

◆検討スケジュール 

別紙２の通り 

 

◆検討事項（案） 

・ＤＭＶの活用方法の検討 

・ＤＭＶに関する法制度等の整理 

・ＤＭＶの導入・普及方策の検討        等 
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ＤＭＶの導入・普及に向けた検討会 構成員 

 

（敬称略・順不同） 
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小山内 豊彦  青森県 企画政策部長 

小谷野 喜二  徳島県 県土整備部運輸総局長 

金谷 正文   高知県 理事（中山間対策・運輸担当） 
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五十嵐 徹人  国土交通省 鉄道局総務課企画室長 

高原 修司   国土交通省 鉄道局鉄道事業課長 

北村 不二夫  国土交通省 鉄道局技術企画課長 

瓦林 康人   国土交通省 自動車局旅客課長 
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別紙 1 



検討スケジュール（案）

第１回 （２／６）
【現状把握】

別紙２

【現状把握】
・DMVの概要
・DMVの開発経緯、開発状況等
・これまでに実施された実証運行結果

第２回 （３月中旬～下旬）

第３回以降（平成２５年度～）

【論点の抽出】
・DMVの活用方法の検討
・導入・普及に向けた論点の抽出

【各論点についての検討】
・法制度面
・車両、施設、設備面
・営業運行面 等
※検討状況に応じ、２～３回程度開催

夏頃目途
【中間とりまとめ】（予定）
・DMVの活用方法案
・各論点についての対応方針案

中間取りまとめ以降
【検討の深度化】
・各論点についての検討の深度化
・導入・普及方策の検討等
・国・自治体・事業者の役割分担の整理
・導入・普及に向けたロードマップの作成

平成２５年度中
【とりまとめ】

・導入・普及に向けたロードマップの作成
※検討状況に応じ、２～３回程度開催



資料２

ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）の
概要について

国土交通省鉄道局国土交通省鉄道局

総務課企画室

平成25年2月平成25年2月

Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism



ＤＭＶの概要

○ ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）とは、道路から鉄道への乗入れを可能とする特殊な構造の車輪を備え、走行

【道路走行時】 【線路走行時】 道路用後部

ゴ

鉄道用車輪

（後）

モード変換装置（モードインターチェンジ）を介して、道路と線路の双方を自由に走行できる車両であり、現在、ＪＲ
北海道が技術開発中。

ゴムタイヤ
鉄道用車輪
（前）

（後）

JR北海道及び国土交通省による取組みＤＭＶの特徴

○平成19年1月に、釧網線における試験的営業運行を実現するため、両者において、
技術面・安全面の課題への対策の指針となる「釧網線におけるＤＭＶ試験的営業運
行のための安全運行ガイドライン」を取りまとめ

○ 成 年及び 成 年（それぞれ 月 ） 北海道が釧網線 お

○ＤＭＶは、鉄道・バスの乗継
が不要

○道路では 鉄道用車輪を格 ○平成19年及び平成20年（それぞれ4～11月のみ）に、ＪＲ北海道が釧網線において
「試験的営業運行」を実施

○平成23年4月に、両者が主催する技術評価委員会が、

専用線区 単車運行を前提とした実用化に関する

○道路では、鉄道用車輪を格
納してゴムタイヤで走行

線路では、鉄道車輪を出し
て走行

その際 道路用後部ゴムタ 専用線区・単車運行を前提とした実用化に関する

基盤技術（走行安全性・加減速性能等）は構築

されたものと評価

ただし、運転保安システムについての実証的検証が

その際、道路用後部ゴムタ
イヤが線路に接して駆動

○本格的に実用化されれば、
そ 特性を活かし 地域 引き続き必要

○現在、ＪＲ北海道が走行試験等により運転保安システム

の性能確認を実施中

その特性を活かして地域の
公共交通の活性化や観光
振興に役立つことが期待 【試験的営業運行の様子】

１



ＤＭＶがこれまで走行した地域一覧
ＪＲ北海道釧網線南阿蘇鉄道 阿佐海岸鉄道

○ＪＲ北海道が、①平成19
年４月～11月及び②平
成20年4月～11月の土･
日･祝日を基本に 浜小

○平成20年３月20
日から22日まで
の３日間、南阿蘇
鉄道（立野駅～中

○平成23年11月16・
17日及び平成24年
２月11日・12日に、
阿佐海岸鉄道（宍 日 祝日を基本に、浜小

清水駅～藻琴駅間で、
試験的営業運行を実施 洞爺湖

○ＪＲ北海道が、洞爺湖サ
併 成 年

鉄道（立野駅～中
松駅間等）におい
て、実証運行

阿佐海岸鉄道（宍
喰駅～海部駅間）、
ＪＲ四国（海部駅～
牟岐駅間）において、
実証運行

ミットに併せ、平成20年
７月４日～10日（7日間）、
洞爺湖ビジターセンター
駐車場で、国内外の報
道

実証運行

道機関等を対象に走行
デモンストレーションを
実施

○駐車場に線路を仮設し、
線路 駐車 を 走線路と駐車場を周回走
行

○その後、7月12日～27
日の土･日・祝日に一般
向け試乗会を実施

天竜浜名湖鉄道
向け試乗会を実施

○平成21年１月31日から
２月２日までの３日間、
天竜浜名湖鉄道（三ヶ日
駅～西気賀駅）において、 ○富士市が市政40周年記念として 平成

岳南鉄道

○平成22年３月20日から

明知鉄道

駅 西気賀駅）において、
実証運行

○富士市が市政40周年記念として、平成
19年１月14日・21日に岳南鉄道で（岳南
鉄道原田駅～市場踏切間）ＤＭＶデモ ンス
トレーションを実施

○平成22年３月20日から
22日までの３日間、明
知鉄道（岩村駅～明智駅）
において、実証運行 ２



ＤＭＶにおける主な課題
●運転保安システムの確立
○ＤＭＶ車両は鉄道車両と比べて軽量であり 現行の軌道回路によるシステムでは 正確な位置検知が困難で 踏切の○ＤＭＶ車両は鉄道車両と比べて軽量であり、現行の軌道回路によるシステムでは、正確な位置検知が困難で、踏切の
遮断が不確実になる等の恐れがある。
⇒ 無線方式の技術開発中

●混在運行の技術の確立
般鉄道 転保安 が○一般鉄道車両とＤＭＶ車両の混在運行については、双方の運転保安システムの統一が不可欠
⇒ 一般鉄道車両を含めた無線方式への改修が必要

●輸送力の向上
○ＤＭＶ車両の乗車定員
・ＤＭＶ車両はマイクロバスを改造していることから乗車定員が少ない。
（→超閑散線区など、旅客の少ない路線を想定しているため。）

○ＤＭＶ車両の連結運転
・ブレーキ時の座屈（ジャックナイフ現象※）、加速、減速時の連結した後続車両への情報の遅れの課題がある。

⇒今後 技術評価委委員会で検討予定⇒今後、技術評価委委員会で検討予定

キハ４０ ＤＭＶ

※）後部車両のブレーキ動作の遅れにより、前部車両の後輪、後部車両の前輪がレールから浮き上がる現象

＜参考＞ 鉄道車両とＤＭＶ車両の比較

乗車定員 ９６名(座席６６名) ２９名
運転保安システム 軌道回路 無線
車両総重量 約４０ｔ 約６ｔ
軸数 ４軸 ３軸（内鉄輪２軸）
軸重 約１０ｔ 前輪約２ｔ、後輪約１．５ｔ軸重 約１０ｔ 前輪約２ｔ、後輪約１．５ｔ

※車両重量の違いによるレール踏面上の錆等の影響により左右のレールを短絡しにくくなる。

キハ４０車両 DMV車両 DMV車両の連結運行イメージ ３



ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）の開発と展望 
 

平 成 2 5 年 ２ 月 ６ 日 

北海道旅客鉄道株式会社 

 

 

１． ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）の概要 

 

(1) 開発の目的 

・ 地方線区における地域公共交通のイノベーション 

・ 線路と道路の双方を走行可能とすることによる新しい地域交通サービスの提供 

・ システムチェンジによるコストダウン（車両関係経費、地上インフラ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 特徴・特性 

 

① 線路と道路の双方を走行可能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 線路と道路の切り替えが短時間で可能 

 

 

 

 

 

 

 

道路走行時 線路走行時

操舵 

ブレーキ 

駆動 

ブレーキ

レールガイド

ブレーキ

駆動 

ブレーキ 

レールガイド

 

線路走行 

モードチェンジ（道路→線路）

道路走行 

・ タイヤガイドで線路と鉄車輪の位置あわせ

・ 軌間の拡幅(70mm)により確実に載線 

・ 約15秒でモードチェンジ完了 

鉄道とバスの融合
鉄道・バスの 

乗り継ぎが不要に 

廃止（バス転換） 

・ ワンマン列車化 

・ 無人駅化 

・ 業務の委託 

これまでの地方線区経営改善 

従来から 

の施策 

新しい選択肢

・ 事業者と地域の対立の構図

・ 多大な労力と時間 

限 界 

「身の丈システム」の開発 
発想の転換

① 既存インフラ（線路）の活用 

② 需要に見合った大きさの車両

③ 小型軽量車両でインフラも低減

④ 地方ローカルバスとの融合 

「バスを線路に走らせる！」

デュアル・モード・ビークル 

「ＤＭＶ」 

地域公共交通を一体的に支える「しくみ」

住民・利用者

 イノベーション

行政 

事業者 

従来の選択肢

M-RWBKKS
テキストボックス
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③ 低コスト化（車両関係経費、地上インフラ） 

 

○ 車両 

・ 安価なマイクロバス（旅客定員28名）からの最小限の改造 

・ 運転席は片側のみ（方向転換はモードインターチェンジで道路に出て行う） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 鉄車輪取り付け    ・ 鉄車輪取り付け 

・ 鉄車輪格納用カバー取り付け   （格納はトランクルーム） 

・ 油圧制御機器取り付け   ・ 油圧制御機器取り付け 

※ 駆動装置は変更なし → ２ナンバーのまま車検取得可能（８ナンバー回避） 
 

☆ レール駆動のため通年スタッドレスタイヤ装着 

☆ 除雪車製作で培われた油圧技術の導入 
 

・ 自動車のメンテナンス体系による車両検修コスト削減 

・ 車両の小型軽量化による燃費向上＝燃料費削減 

※営業用ＤＭＶ（試験的
営業運行使用車）の
量産価格想定

※自動車：車検費等
鉄道：鉄車輪、油圧
装置 検査費等

※営業用DMV(試験的
営業運行使用車)
の燃料消費量実績
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／４
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／４
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／５

(実績に基づく想定：道路・線路平均)
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ＤＭＶ：鉄道車両の約１／６

※営業用DMV(試験的
営業運行使用車)
の車両重量比較

ＤＭＶ ： 既存の鉄道車両を１／４～１／５にダウンサイジング

車両費 保守経費 燃料消費量 車 両 重 量

鉄道
車両

DMV

DMV ： 鉄道車両の約1/4 DMV ： 鉄道車両の約1/4 DMV ： 鉄道車両の約1/5 DMV ： 鉄道車両の約1/6

（鉄道車両(キハ４０)との比較による推定）

 
 

○ 地上 

・ 車両軽量化（従来鉄道車両の約６分の１）…レール保守コスト削減（実績を踏まえ検討） 

・ ＤＭＶ運転保安システム（脱軌道回路）… 軌道回路保守コスト削減 

北海道で産まれ育った技術

約3,500



２． これまでの開発、実用化に向けた取り組み経過 

 

(1) 開発着手 

・ 平成14年10月 開発着手 

・ 平成16年１月 ＤＭＶ901号試験車完成 

（中古マイクロバス改造） 

・ 平成16年６月 ＤＭＶ901号試験車 本線走行試験開始 

   （学園都市線） 

 ※大きな反響、早期実用化への要望 → 新車のマイクロバスでの製作へ 

 

(2) プロトタイプ車の製作と試験的営業運行の実施 

・ 平成17年８月 ＤＭＶプロトタイプ車911号・912号完成（新車のマイクロバスを改造） 

   ※許容荷重不足のため定員を削減（29名→16名）して車検取得 

    → 課題解決の道を探るため、「試験的営業運行」の実施へ 

・ 平成18年７月 「国土交通省鉄道局・ＪＲ北海道ＤＭＶ共同検討会」設立 

（「試験的営業運行」の実施に向けた本格的検討着手） 

・ 平成18年９月 「北海道運輸局ＤＭＶ導入支援プロジェクト」設立 

（関係部署の横断的な支援体制の確立） 

・ 平成18年10月 「ＤＭＶ技術評価委員会」設立 

（「試験的営業運行」に向けた安全性評価着手） 

・ 平成19年１月 「釧網線におけるＤＭＶ試験的営業運行のための安全運行ガイドライン」制定 

（鉄道局長通達） ※「解釈基準通達」に相当 

・ 平成19年４月 試験的営業運行の開始 

  ※ 試験的営業運行の概要 

使用車両 : ＤＭＶ911号またはＤＭＶ912号 

運行本数 ： 平成19・20年４～11月の土曜、日曜、祝日（ＧＷ・夏休みは毎日運行） １日３運行 

運行形態 ： 通常列車の合間での「閉そく方式切り換え」による「混在運行」 

販売形態 ： 団体臨時列車（ＪＲ北海道）・貸切バス（網走バス）の旅行業商品（１便12名） 

乗車実績 ： 平成19年度（91日間、271運行） 3,059名（乗車率：約94％） 

  平成20年度（90日間、269運行） 2,030名（乗車率：約63％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
課題 ① 踏切保安装置が高価（軌道回路＋車軸検知＋ＡＴＳバックアップ） 

 ② 運転保安装置（閉そく方式切り換え・非自動閉そく方式）が高価 

  （閉そく方式切り換えは人手による安全確認のため時間もかかる） 

 ③ 輸送力不足（定員16名に鉄道・バス運転士、観光ガイド乗車のため旅客12名） 

知床自然遺産



(3) 課題解決に向けた取り組み 

 

① 「ＤＭＶ運転保安システム」の開発 ※現在、試験機で基本性能の確認中。 

・ 平成19年10月 「ＤＭＶの普及促進に係る技術開発に関する業務」開始 

（国土交通省鉄道局より受託 ～平成21年度） 

 

ＧＰＳ

ＩＴ

②踏切制御システム

①運行監視システム

車内システム
(車内信号)

④列車間隔制御システム

③運転方向制御システム

 
 

主な特長 ・ ＤＭＶ専用線区で軌道回路に頼らず踏切制御が可能 

 ・ 車内信号閉そく式により、約10分間隔での続行運転が可能 

 

※ ＧＰＳについて 

このシステムは、ＧＰＳによる線路、道路シームレスな走行位置把握による運行管

理を目的とした「ＤＭＶ運行監視システム」として試験的営業運行で実用化したもの

をベースに開発を進めていた。 

鉄道の運転保安として踏切制御、列車間隔制御（閉そく）を行うにあたっては、速

度情報をベースとするが、ＧＰＳで位置補正を行う場合、「位置補正時に見込む誤

差」について定量的分析により妥当性を検証する必要があり現段階では困難であ

るとともに、見込む誤差を大きく設定する場合には踏切警報区間、閉そく境界、ブ

レーキパターンに相当の余裕を取らねばならず、実用上の検討に時間を要すること

が判明した。 

よって、当面はホームドアと列車の位置あわせに使用実績のある赤外線通信装

置を駅に設置し、停車時に位置補正をすることとし、将来的なＧＰＳや準天頂衛星

など衛星測位の活用に向け、引き続きデータの取得を行う。 

なお、道路上の走行位置把握等についてはＧＰＳを活用する。 

 

今後の課題（技術評価委員会報告書より） 

 ・ 鉄道総研の安全性評価に対応する設計の確認と装置の性能確認 

 ・ 新しい方式となる踏切制御の十分な機能確認 

 ・ ＧＰＳ以外の列車位置補正手段（赤外線通信装置）についての検証 

 → 現在、試験機をＤＭＶに搭載し、走行試験を実施中。 

 

※ 当面ＧＰＳ利用を限定 

（下記参照） 

※ 車両と地上の通信は、 

携帯電話通信網を使用した 

専用通信回線を用いる。 



② 「新型ＤＭＶ」の開発 ※車両開発は概ね完了し、現在、営業機器等の耐久性確認中 

 

・ 平成19年12月 トヨタ自動車グループからの協力開始 

・ 平成20年６月 ＮＥＤＯとの共同研究開始（国土交通省鉄道局推薦 ～平成23年度） 

 

コースター（マイクロバス） レンジャー（中型トラック）

独立懸架方式 車軸懸架方式

前軸を交換

購入

マイクロバスを改造

目標定員：25人/両以上

トヨタ自動車 日野自動車

共同研究業務採択
（H20.6 ～ H23.2）

独立行政法人新エネルギー・
産業技術総合開発機構（NEDO）

※国土交通省鉄道局推薦

研究費拠出
（ 3分の2相当、2億円）

新型ＤＭＶ開発

① 省エネルギーと定員確保に向けた架装重量の軽量化
② 道路走行と線路走行の両方に有効な振動対策
③ 輸送力拡大が可能な連結運転システム
④ 省エネルギーに向けた低コスト運転（惰行運転）システム

個別研究開発の項目

共同研究業務

 
 

 

 

 

 

 

 

 

現在の取り組み 営業・サービス機器の搭載と耐久性確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H20.６ 新型DMV試験車(DMV920)完成
(定員：28名/両)

H21.３ 新型DMV試作車(DMV921)完成
(定員：25名/両)

H22.３
H22.５

新型DMV試作車(DMV922)完成
新型DMV試作車(DMV923)完成

(定員：29名/両) ＤＭＶ922,923：ﾛﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｨ車ＤＭＶ921：標準ﾎﾞﾃﾞｨ車ＤＭＶ920：ﾛﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｨ車

ＬＥＤ表示器 

ＪＲ北海道グループ会社 

により開発 

※ 後方のＬＥＤ表示器は 

高さ不足で保安基準抵触

（方向指示灯と同色） 

 

運賃箱・整理券発行器…鉄道用 

→道路走行での耐久性確認

 

運賃表示器・降車押しボタン…路線バス用 

→線路走行での耐久性確認



(4) 技術評価委員会での検討、評価結果（ＤＭＶ専用線区化、単車運行、単線） 

 

・ 平成20年３月 第７回ＤＭＶ技術評価委員会 

「今後のＤＭＶ導入拡大に向け、委員会を継続する」 

・ 平成22年６月 第14回ＤＭＶ技術評価委員会 

「技術評価に対する当面の前提条件を整理する」 

① 新型ＤＭＶ単車（１両）での運転 （連結運転は別途整理する） 

② ＤＭＶ専用線区での運行 

（混在運行は専用線区での運行が確立された後に検討） 

 

・ 平成23年４月 第17回ＤＭＶ技術評価委員会 → 報告書策定 

 

走行安全性 
・ 曲線及び分岐器の通過性能は目安値以下（安全側）。 

・ 車体剛性も軌道変化に追従。 

加減速性能 
・ 粘着性能は鉄道車両とほぼ同等もしくはそれ以上。 

・ 加減速性能も鉄道車両と同等。 

耐久性能 
・ 各機器及び部品について分解検査を行い、概ね問題 

ない。 

運転保安システムの 

安全確保の考え方 

・ 無線データ通信サービスを活用して安全に列車制御 

することは可能。 

・ 地上設備での列車検知によらない安全な踏切警報 

制御に見通し。 

モードチェンジ部の 

安全確保の考え方 
・ 道路と軌道の境界部分について安全でかつ安価な 

方法の考え方について整理。 

火災対策 
・ 燃焼試験に合格した部材を用いることで火災対策の 

基準を満足。 

 

       → 「ＤＭＶ専用線区、単車運行という前提で、その有効有用性が認められる」との結論 
 

但し、ＤＭＶ運転保安システムについて確認、検証が必要 … 前述（３）①中「今後の課題」 

 

 

３． 各地でのデモ走行・実証実験走行の実施 

・ 平成19年１月 岳南鉄道（静岡県富士市）においてデモ走行 （ＤＭＶ901） 

・ 平成20年３月 南阿蘇鉄道（熊本県高森町・南阿蘇村）において実証実験走行 （ＤＭＶ901） 

・ 平成20年７月 環境省洞爺湖ビジターセンター駐車場においてデモ走行 （ＤＭＶ920） 

・ 平成21年１月 天竜浜名湖鉄道（静岡県浜松市）において実証実験走行 （ＤＭＶ901） 

・ 平成22年３月 明知鉄道（岐阜県恵那市）において実証実験走行 （ＤＭＶ921） 

・ 平成24年２月 阿佐海岸鉄道・ＪＲ四国牟岐線（徳島県牟岐町・海陽町、高知県東洋町） 

           において実証実験走行 （ＤＭＶ922） 

 



４． 今後の取り組みと展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ ＪＲ北海道での実用化から他社線区へ

の導入展開へは、ＪＲ北海道における実

績確認や各種準備等に約１年以上は

必要。 

 

 

 

次のＤＭＶ営業運行 

検討線区(ＪＲ北海道)の決定 

次の営業運行実施・事業概要の決定

・ 沿線地域関係者との協議 

・ 現地調査（工事費等の精査） 等

・ 事業基本計画変更認可 

・ 実施基準届出 

・ 施設変更認可、車両確認 

・ 運行ダイヤ等の精査 

・ 工事実施             等

実施条件 

・ ＤＭＶ専用線区化 

・ 単車運行(続行運転) 

・ 乗務員は線路・道路各事業者 

・ 車両検修は鉄道・バス個別実施

次の営業運行開始 

目標 

１年～

１年半

・ ＤＭＶ運転保安システム 

   機能・性能確認等 

   実施基準の策定 

・ 車いす対応（乗車は困難） 

   沿線地域の合意 

   対応方法整理（代替手段確保等）

・ 乗務員の一元化 

（１人の乗務員が線路、道路を交代無く運転） 

・ 車両検修の統合 

（鉄道、バス重複項目、実施箇所の一元化） 

・ 線路保守のコストダウン 

（実績に基づく基準見直し等） 

・ 鉄道とバスのシームレス交通ネットワーク実現

（ダイヤ調整、乗車券等共通化） 

主な課題

実績等を通じ解決に向け 

継続検討する課題 

連結運転実用化に向けた走行試験等

 

開発目標：３両までの連結運転 

次の営業線区で本格的な試験を実施

確認項目（技術評価委員会報告書より）

・ 電気的引き通しの影響と安全性 

・ 連結器の強度及び座屈に対する 

安全性の基本的な課題 

・ 需要が集中する列車の輸送力の効率的確保

・ 輸送力拡大による導入線区拡大 

開発目的

・ 連結器の改良（より簡単な扱い） 

・ ＤＭＶ運転保安システムの対応化改良

・ 後部車両の運賃収受 

主な課題

連結運転の開始・導入線区拡大

目標 

１年～

２年 

※
他社線区への導入
実施条件 

・ ＤＭＶ専用線区化 

・ 単車運行(続行運転) 

他社線区への導入 
実施条件 

・ ＤＭＶ専用線区化 

・ 連結運転(最大３両目標)

※



※ その他の課題 

 

(1) ＤＭＶ運転保安システムへの衛星測位活用 
・ 位置補正時に見込む誤差の定量的分析による妥当性の検証 

 

(2) 混在運行 

 

① ケース１：既存の軌道回路を使用する場合 
・ ＤＭＶ軌道回路短絡性能の詳細分析（ＤＭＶと従来車両の運行比率、踏面状態等） 

・ 発条転てつ機の改良（軽軸重車でも割り出し可能な転てつ機への取り替え） 

 

② ケース２：ＤＭＶ運転保安システムを従来鉄道車両へ使用する場合 
・ ＤＭＶ運転保安システムにおける駅構内在線検知、進路制御機能の開発 

・ 従来鉄道車両のブレーキ性能に適合するＤＭＶ運転保安システムの設計変更 

・ 従来鉄道車両へのＤＭＶ運転保安システム車上装置の搭載 

 

(3) ＤＭＶの製造・供給能力 
・ 年産４台（改造メーカーの供給能力） → 供給能力増強、供給計画調整等の検討 

 

 

５． 「ＤＭＶ活用のイノベーション」 

 

ＤＭＶ

技術・経営

三位一体のイノベーション

ＤＭＶの位置づけ、指導

活用策・支援・ルール

利用者、行政、事業者
（含バス）その他が
三位一体となって議論

少子高齢化の中で、地域の交通をどうするか？！

持続可能な交通体系の構築

イノベーション

政 策
イノベーション

地 域
イノベーション

オペレーションの

イノベーション

 
 

 

 

以上 
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平成25年1月1日現在

面 積

人 口

245.02 km2

260 091人

▼

富士市全図

岳南鉄道
（実証運行線区）

■ 沿線地域の状況

駿河湾
浜松

人 口

世帯数

260,091人＿
99,212世帯

（実証運行線区）

岳南原田駅

■

実
証

岳南原田駅

岳南鉄道営業線区の 部区間

証
運
行

岳南鉄道営業線区の一部区間
で、DMVデモンストレーション
走行（実証運行）を実施した。

▼岳南鉄道の路線データ（参考）

線
区

市場踏切▼岳南鉄道の路線データ（参考）

路線距離（営業キロ）：9.2km
軌間：1,067mm
駅数：10駅（起終点駅含む）
複線区間：なし（全線単線）

岳
南
鉄

市場踏切

複線区間 な （ 線単線）
電化区間：全線（直流1500V）
閉塞方式：自動閉塞方式

鉄
道
線 岳南原田駅 市場踏切間 2.8km



DMVデモンストレーション走行

■ 実証運行の目的

2
DMV（デュアル・モード・ビークル）

■ 実証運行の目的

富士市 和 年（ 年）に 市

◆位置づけ 岳南鉄道

富士市は、昭和41年（1966年）に2市1町の
合併によって誕生したまちであり、市制施行
40周年記念事業の一環として、DMVのデモン
ストレーション走行を実施した。

＜出典＞広報ふじ平成18年5月5日／N0.893

目的➊ DMVという乗り物を広く市民に知ってもらうこと
市制施行40周年という節目の年に、富士市で導入を検討しているDMV
という乗り物を広く市民に知ってもらうこと。

目的➊ DMVという乗り物を広く市民に知ってもらうこと

という乗り物を広く市民に知ってもらうこと。

目的➋ 自動車に過度に依存した市民の意識改革を図ること

デモ走行がきっかけとなり、自動車に過度に依存した市民の意識改革や
ライフスタイルの転換が（自発的に）図られること。※MM（モビリティ・マネジメント）

DMVデモ走行は、まち全体で公共交通を考えるきっかけであり、市制施行40周年
記念事業を華やかに彩るための単なるイベントとして実施したものではない！

ポイント！



DMVデモンストレーション走行

■ 実証運行の概要

3

運行ルート

岳南鉄道営業線区において、線路閉鎖で安全

を確認のうえ、DMVデモンストレーション走行を実施した。
あわせて DMVの導入検討に向けた基礎データを収集する

■ 実証運行の概要

実施内容0

運行 ト

平成19年1月14日（日）・21日（日）

あわせて、DMVの導入検討に向けた基礎データを収集する
ため、試乗者（約200人）にアンケート調査を実施した。

実施時期1

実施区間2 実施区間

岳南原田駅
線路走行

2.8km

道路走行

岳南原田駅

市場踏切

DMV試験車（DMV901号）

市場踏切

道路走行

3.2km
公設試乗駐車場
スタート【発】＆ゴール【着】

使用車両3

凡例

… 駅

…踏切

5（便／日）× 2（日）＝ 10便実施本数4

◇第１便

◇第２便

【発】

9:25
10 25

10:14
11 14

【着】日曜日に運行して

いない貨物列車の

「すじ を利用して

岳南原田駅を出発したDMV901

◇第２便

◇第３便

◇第４便

◇第５便

10:25
12:25
14:25
15:25

11:14
13:16
15:17
16:20

「すじ」を利用して、

岳南鉄道営業列車の

間合いで、1日あた
り5便実施した。

● 踏切道における安全対策について

○ 軌道短絡が100％確実ではないことへの対応

…区間ごとに作業指揮者と踏切制御取扱者が無線でいっせいに連絡できる体制とし、
各踏切 された踏切制御 扱者が手動 踏切 制御を実施 た

・実施主体／富士市

・走行主体／岳南鉄道株式会社

・技術支援／北海道旅客鉄道株式会社

実施スキーム5
各踏切に配置された踏切制御取扱者が手動により踏切の制御を実施した

○ 通常、列車が走らない時間にDMVが走行することへの対応

…各踏切に2名ずつ交通整理人を配置し、停車中の一般車両への協力を求めるとと
もに、デモ走行実施中であることをお知らせした



DMVデモンストレーション走行

■ 実証運行の結果

4

…DMVの導入検討に向けた基礎データを収集するため、試乗者（約200人）に■ 実証運行の結果 アンケート調査を実施した＜回収数：159票 内富士市民／大人：111票＞

アンケート結果 1導入にあたっての期待感 アンケート結果 3今後の検討における視点

Q 富士市にDMVを導入した場合に期待することは？ Q 今後検討を進めるうえで 重視すべきことは？

▼

富士市へのDMV導入に対して期待することをみると、「富士市のイ
メージアップになる」という回答が最も多く、次いで「乗り継ぎの利便性

向上」、「市内移動の利便性向上」、「公共交通利用増」であった。

Q.富士市にDMVを導入した場合に期待することは？

増

Q.今後検討を進めるうえで、重視すべきことは？
▼

最も重視すべき項目としては「運行ルート」が36％と最も多く、「乗り
継ぎ」や「運行頻度」等その他の項目については、おおむね10～20％で
あった。ただし、「最も重視すべき」と「重視すべき」の合計でみると全

導

富士市民／大人：N= 111 富士市民／大人：N= 111

問３（１）富士市DMVを導入した場合に期待すること　(複数回答）

39

51

38

28

20

0 10 20 30 40 50 60 70 80

市内の移動が便利になる

バスと鉄道の乗り継ぎが便利になる

公共交通の利用者が増える

外出しにくかった人の外出が増える

自動車の利用が減って渋滞が緩和される

回答数
問３（３）今後検討を進める上で、重視すべきこと

34.2%

52.3% 48.6%
43.2%

45.9%
41 4%

3.6% 6.3%

18.9%

4.5%
4.5% 10.8%

5.4%

26.1% 29.7% 30.6% 30.6% 32.4% 32.4% 29.7%

0.9%

2.7%
1.8% 1.8% 0.9% 3.6%

7.2%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無回答

わからない

特に重視すべきではな
い

重視すべき

最も重視すべき

また、「外出回数の増加」、「観光

客の増加」、「環境改善」、「渋滞緩

和」、「商店の活性化」については、

「公共交通のサービス改善」といった

直接な効果よりも回答は少ないが、お

おむね全体の1／4を占めており DMV

項目おおむね7割を占めており、DMV導入による交通サービスの改善に期
待する状況が伺えた。

なお、「採算性」については、「特

に重視すべきではない」という回答が

20％弱を占めていた。
また 「ある程度採算を度外視して

今後検討を進めるうえで、重視すべきこと
富士市にDMVを導入した場合に期待すること

複数回答

アンケート結果 2交通問題に対する認識

12

56

21

19

商店街が活性化する

富士市のイメージアップになる

観光客が増える

環境が改善される

36.0%

12.6% 12.6% 11.7%
18.9%

13.5% 12.6%

31.5%
41.4%

0%

10%

20%

30%

１
運
行
ル
ー
ト

２
運
行
頻
度

３
運
行
時
間
帯

４
採
算
性

５
乗
り
継
ぎ

６
定
時
性

７
運
賃

おむね全体の1／4を占めており、DMV
の導入効果への期待が多方面にわたる

ことがうかがえた。

また、「ある程度採算を度外視して

も恒常的な運行を望む」という自由意

見もあった。

アンケ ト結果 2交通問題に対する認識

Q. DMVの試乗が交通問題を考えるきっかけになったか？
▼

「DMVの試乗が交通問題を考えるきっかけになったか？」という問い
に対しては、69％（77人／111人）が、「いいきっかけになった」と回答

富士市民／大人：N= 111

202人 （ 101＋ 101 ）

14日 21日

試乗者数

● DMVデモ走行

DMVデモンストレーション走行の反響

問３（２）地域への期待

無回答, 32,
29%

に対しては、69％（77人／111人）が、「いいきっかけになった」と回答
した。

また、「今日のことを家族や友達な

どで話してみようと思いますか？」と

いう子供への問いに対して、61％が
「今日のことを話してみようと思う」

DMVの試乗が交通問題を考えるきっかけになったか

202人

135人
約 5,500人

（ 101＋ 101 ）

（ 3,000＋ 2,500 ）

（ 72＋ 53 ）

試乗者数

沿道の見学者数

シャトルバス利用者数

●シンポジウム

いいきっかけに
なった, 68, 61%

どちらともいえ
ない, 9, 8%

きっかけには
ならなかった,
2, 2%

と回答している。

DMVという「実物の車両によるデモ
走行」が、市民に与えたインパクトの

大きさを示していることがうかがえた。

約 600人来場者数

…デモ走行とあわせて、1月19日（金）に富士市民文化会館ロゼシアター／中ホール
において「都市交通とまちづくりを考える」と題したシンポジウムを開催した



資料４－２

本県におけるＤＭＶ導入本県におけるＤＭＶ導入
実証実験について実証実験に いて

平成25年２月６日平成 年 月

熊本県

南阿蘇鉄道株式会社南阿蘇鉄道株式会社



１ 実証運行線区及び沿線地域の状況

南阿蘇鉄道（株）の概要
南阿蘇地域を東西に走る南阿蘇鉄道高森線は、旧国鉄の高森線が第１次特定地方交通線
として廃止決定された後、地域住民の存続を望む声に応える形で昭和６１年４月に第三セク
ター鉄道として、非電化・単線の路線として開業。

沿線には風光明媚な橋梁や温泉施設などの観光資源を有し、普通列車のほかにトロッコ列
車「ゆうすげ号」を運行するなど、地域生活交通としてだけでなく、観光路線としての役割も車 ゆうすげ号」を運行するなど、地域生活交通としてだけでなく、観光路線としての役割も
担っている。

・営業区間 立野～高森（17.7km、10駅）
・車両数 10両（うちトロッコ列車１編成（機関車２両 客車３両）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

通学定期 107,730 106,110 121,470 111,570

利用者数（単位：人）

通勤定期 2,640 3,900 5,220 5,580

定期外普通 88,288 81,708 82,297 80,977

トロッコ 52,374 46,869 47,236 49,627

合 計 251,032 238,587 256,223 247,754

収支状況（単位：千円）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

鉄道事業営業収益 98 406 89 821 93 569 93 211

１

鉄道事業営業収益 98,406 89,821 93,569 93,211

鉄道事業営業費用 107,849 123,715 117,475 116,512

鉄道事業営業損失 △ 9,443 △ 33,894 △ 23,906 △ 23,301

経常利益（損失） △ 7,759 △ 17,211 △ 1,472 △ 680



１ 実証運行線区及び沿線地域の状況

沿線地域の状況
南阿蘇地域は雄大な阿蘇のカルデラの南側に位置し、沿線には年間10万人以上の観光客が訪れる白川水源や一心行の大桜など
の観光スポットを有している。の観光スポットを有している。
地域（南阿蘇村・高森町）の人口は、緩やかな減少傾向をたどっており、老年人口比率は30%を越え、高齢化が進展している。
主要な産業は、観光等サービス業や農林業である。

白川水源

みなみあそしらかわ

２

一心行の大桜

みなみあそしらかわ
すいげん



２ 実証実験実施の目的

本県有数の観光地“阿蘇”へのアクセス整備・強化

平成23年3月の九州新幹線開業により交流人口の飛躍的な増加が見込まれることから、特に
マイカー利用に制限のある県外からの観光客のニーズにも対応できるよう、“阿蘇地域”に点在
する観光スポットへのシームレスなアクセスの整備・強化を目指す。

生活交通の維持・活性化

高齢化が進行する中、高齢者の移動（買い物や健康施設へのアクセス、通院等）について、南高齢化が進行する中、高齢者の移動（買い物や健康施設 のアクセス、通院等）について、南
阿蘇鉄道への乗り換えの利便性を高めることで、地域内の移動だけでなく地域外である熊本都
市圏等への長距離移動ニーズにも対応するなど、生活交通の維持・活性化を目指す。

また、新たな交通システムであるDMVを導入することで鉄道や既存の路線バス等を包括した
地域公共交通のあり方の見直しの契機とする地域公共交通のあり方の見直しの契機とする。

南阿蘇鉄道の維持・収支改善南阿蘇鉄道の維持・収支改善
人口の減少・高齢化の進行等により鉄道利用者が減少する中、南阿蘇鉄道の経営環境は厳
しい状況が続いており、車輌更新や維持管理にかかる経費の削減及び鉄道利用の増加など、
経営環境の改善を目指す。

３



３ 実証実験の概要
【実証実験に至るまでの取組み】
平成１８年度 「南阿蘇地域における新交通システム（DMV）導入による公共交通活性化に関する調査」（九州運輸局）により、南

阿蘇地域におけるDMV走行に関する一定の方向性が示される。
平成１９年度 ４月 熊本県DMV導入実証実験協議会設置

【概要】
実証実験日時 平成20年3月20日（木・祝）～22日（土） 各日４便運行
実施費用 ３７，１０９千円
車 両 DMV901型試験車 定員25名 運転士2名（南阿蘇鉄道（株）1名 産交バス（株）1名）

１１月 DMVが九州初上陸。夜間試験走行を実施

車 両 DMV901型試験車 定員25名 運転士2名（南阿蘇鉄道（株）1名、産交バス（株）1名）

・鉄道運行区間は安全上の観点等から、高森駅
～中松駅間 （７．２㎞）とした。

・道路運行区間は観光地との連携を想定した「観
光周遊 と地域交通 活性化を 指 た

DMV運行ルート図

光周遊ルート」と地域交通の活性化を目指した
「地域周遊ルート」の2ルート５パターンを設定。

・モードインターチェンジ設備を高森駅と中松駅に
設置。

・自動閉塞でなく、人手による「線路閉鎖」により
走行環境を確保。また、踏切制御についても手
動での遮断機操作とした。

・DMVへの評価及び公共交通活性化に関する意
向を把握するため、試乗モニターを募集。
（全１６６名）

・実証実験の広報として、ホームページやポス
ター、リーフレットを活用して広くアピールを行っ
た

３便
４便
１便
便 た。

４

３便
１便

【実験後の動き】

平成２１年３月に「熊本県ＤＭＶ導入実証実験協議会」を発展的に散会し、 DMVの南阿蘇地域への導入に向けた「南阿蘇地域Ｄ
ＭＶ導入促進期成会」を設置。



４ 実証運行の結果

試乗モニターアンケート結果

・ＤＭＶの乗り心地について、概ね高い評価。（約78％）
・導入の効果として、南阿蘇のシンボルとなることや観光面での利便性向上
を期待する回答が多く見受けられた。（約71％）
・南阿蘇地域へのＤＭＶ導入の必要性について 約85％が導入の必要性を・南阿蘇地域へのＤＭＶ導入の必要性について、約85％が導入の必要性を
感じたと回答。
・阿蘇北部方面や高千穂方面、阿蘇くまもと空港との連携を期待する回答も
比較的多く見受けられた。（約72％）
・・・阿蘇全体を一体としたシームレスな観光ルートの検討等。

今後の課題
・運行管理体制の確立（バス交通区間の定時性確保等）
・技術的な課題
既存鉄道車両との併存の可能性

今後の課題

DMVに対応した列車検知や踏切設備、閉塞方式の確立
乗降場所の確保など設備整備計画の検討
トンネル火災、橋梁における強風に対する安全性の確保等
・事業性検証の必要性（初期投資への対応、収支シミュレーション等）

５



参考 地元紙記事
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知鉄道 お る 実証実験明知鉄道におけるDMV実証実験

恵 那 市



実証運行線区・沿線地域の状況
■設立：昭和60年に第三セクター鉄道として設立
■運行区間：２５．１ｋｍ（恵那―明智）
■駅数：１１駅（有人駅3、無人駅8）
列車本数 平日 上下14本 土休日 上下13本

中野方町

笠置町

■列車本数：平日・上下14本、土休日・上下13本

209 385 224 ,692250,000

■経営状況の推移
（単位：千円）
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実証運行の背景と目的
恵那市 人 推移恵那市の人口は、減少傾向にあり、特に鉄道か

ら離れた地区での減少率が大きい傾向にある。
明知鉄道は、高校生の通学と高齢者の通院、買
い物など生活面での利用が中心となっており 地

57,720
57,374

56,940 56,713
56,133

55,770
55,277

54,978
54,47755,000

56,000

57,000

58,000

恵那市の人口推移
（単位：人）

い物など生活面での利用が中心となっており、地
域の足として欠かすことのできない公共交通機関
である。
しかし、明知鉄道の現状は沿線人口の減少など
から利用者が減り、経営は厳しい状況となってい
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53,000

54,000
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在

70歳以上 19歳以下

から利用者が減り、経営は厳しい状況となってい
る。また、沿線には観光資源を数多く有している
ものの、それらと一体となった観光面での利用が
伸び悩んでいる。

H1
6 H H H H H H H H

恵那市の年齢構成

70歳以上
22.5%

60～69歳
15.1%

20～59歳
44 8%

歳以下
17.5%① 経営改善

車両購入費・燃料費・定期検査費など各種費用の節減が期待できる。

②利便性の向上 44.8%②利便性 向

生活面での利用においては、乗り継ぎ負担を軽減し、高齢者の通院、
買い物などへの利便性の向上が期待できる。

③観光客誘致
試験運行沿線の観光地別観光客数の推移

平成25年1月1日現在

H25.1.1現在

③観光 誘致

観光面での利用においては、岩村城跡や日本大正村 など点在する観
光資源を明知鉄道で結び、一体的な観光コースとして誘客を図ることな
どが期待できる。

525 529
606 646

590

75 96 75 7289105 96 90 86200

400

600

800
（単位：千人）

今回の実証実験走行は、上記の効果を検証し、地域
の実情に合った公共交通の実現を図るために行った。

75 96 75 7289105 96 90 73 86

0

200

Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

おばあちゃん市・山岡 岩村城下町 日本大正村



実証運行の概要
■実施時期
実 施 日：平成22年3月20日(土)、21日（日）、22日（祝）
運行時間：8：50、10：35、13：15、16：30 1日4便運行時間：8：50、10：35、13：15、16：30 1日4便

※平成21年11月12日～14日夜間試験走行を実施

■実施区間
線路走行：岩村駅 → 明智駅 10 2㎞線路走行：岩村駅 → 明智駅 10.2㎞
道路走行：国道363号等

体験ルート体験ル ト
DMVの乗車体験

岩
村

明
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岩
村

観光周遊ル ト

駅駅駅

観光周遊ルート
近郊の観光地を巡る観光便

大
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道
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智
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実証運行の結果

■DMVに対する期待・ニーズ



DMV導入に向けた課題
１．運行体制上の課題

時間帯別の輸送目的や利用状況 事前予約制の導入などを踏まえた輸送計画のもとで時間帯別の輸送目的や利用状況、事前予約制の導入などを踏まえた輸送計画のもとで、
導入効果を検討する必要がある。

２ 事業体制上の課題２．事業体制上の課題

平成20年3月 明知鉄道沿線地域公共交通活性か協議会を設立（法定協議会）
～基幹路線である明知鉄道とその支線となる交通機関との連携強化～

公共交通ネットワークの構築イメージ

①鉄道事業者とバス事業者の連携
運行管理や施設管理等における業務分担、
運賃精算のあり方など、事業スキームの構築が運賃精算のあり方など、事業スキ ムの構築が
必要である。

②運行要員の課題
鉄道営業法 道路交通法の規定に基づき本格運行鉄道営業法、道路交通法の規定に基づき本格運行
することは、運転士の要員管理や輸送力確保などの
課題がある。

地域路線（自主運行バス）

基幹路線（明知鉄道）

幹 線（自主運行バス）

営業路線（バス事業者）

主要な交通結節点



阿佐東線“ＤＭＶ導入”への取り組み阿佐東線“ＤＭＶ導入”への取り組み

宍喰駅で展示中の
ＤＭＶ木製模型（県産材）

徳徳 島島 県県

資料４－４
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50,000

100,000

150,000

200,000

輸送者数 176,893 125,531 98,611 69,874 52,843 41,933 38,158 39,193

H4 H9 H14 H19 H20 H21 H22 H23

～阿 佐 東 線 の 現 状～

 阿佐東線は、徳島県と高知県に跨る約８．５ｋｍの短い線区

 起点駅は、ＪＲ牟岐線の終着駅「海部駅」で、
青い海を眺めながら走ると約１０分で終点駅「甲浦駅」に到着

 鉄道は、地域住民の通院や通学などの
日常生活に欠かせないインフラ

 沿線は、過疎化、人口減少、学校統廃合など著しい環境変化

地域と一体となって
利用促進策に取組むものの

これまでにない
打開策が必要

輸送人員は
開業時の約２割まで減少！

特別列車により利用促進策

平時の状況

しかし

厳しい鉄道経営



～ＤＭＶ導入に向けての実証運行～

 「地域公共交通総合連携計画」への位置づけ（Ｈ２１．３策定）
○地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に規定された計画で、
地元自治体、交通事業者、住民の代表などで構成する
「阿佐東地域公共交通懇話会」が策定

○ＤＭＶ導入の検討
①車両メンテナンスコストの削減、②車両自体が観光資源
③鉄道が未整備な室戸方面へのバス運行 などの効果を期待

厳しい経営状況であるが、
「阿佐東線の存続に取り組む」方針を確認し、「計画」を策定

阿佐東線への導入の前提となる「実証運行」を盛り込む

 夜間走行試験
線路区間での「走行安全性」と「走行性」を確認

 デモンストレーション走行
（導入検討の背景となった）
鉄道とバスの乗り換え不要という「利便性向上」と

車両自体が「観光資源」などの効果を検証

実証運行の目的

阿佐東線は全線が高架構造のため、
ＤＭＶ車両の線路への乗り降りに制約

実証運行への課題

接続する牟岐線の平面駅と
阿佐東線の車両基地を利用

解
消



～実 証 運 行 の 概 要 ①～

●運行日 平成２４年 ２月１０日、１１日、１２日
●運行便数 ３便／日
●運行ルート ①観光ルート（ブルーマリンｺｰｽと室戸岬ｺｰｽを設定）

②列車区間折り返しルート
●乗車者数 １８８名

●運行日 平成２３年 １１月１６日、１７日、１８日
●運行便数 ７便 ●運行ルート 牟岐駅→宍喰車庫(約１８ｋｍ）

夜間走行

デモンストレーション走行

観光地を巡るルートを設定

会場出発 ＤＭＶ線路走行

乗車者・アンケート配布 ＤＭＶ紹介用ブース

海中観光船ブルーマリン 室戸岬

デモンストレーション走行の状況

乗車者や来場者の意見をアンケート調査



～実 証 運 行 の 概 要 ②～

デモンストレーション走行（アンケート抜粋）

●乗り心地は「概ね良好」で満足度は「高い」
●観光資源としての利用と利便性向上へ高い期待

「とりまとめ」と「今後の方向性」

●ローコスト輸送の実現
●阿佐東線への早期導入

地域活性化
を期待

ＤＭＶの導入メリット（Aルートの場合） ※他ルートも同様
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その他

無回答

ＤＭＶの望ましい経由地
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